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The Effects of the Psychological Distances of Both Daughter-mother and Daughter-
father Relationships in Female Students and the Development of Their Autonomy in 
Present Life and Subjective Adjustment for Near-future Life (2): Analysis of the 














として重要な機能を果たすとされる（Allen, 2008 ; Bowlby, 1969, 1973）親への「愛着」や「親
密さ」といった心的機能からとらえ，これを青年後期の情緒的自立の発達要因として重視するの
である。こうした研究には，海外では，分離が強く母親との距離が遠い場合には娘の自立や適応







































































































































































5.37, p<.01）であり，多重比較の結果 L-L は M-M 及び H-H より有意に低かった。因子の主効果
も有意（F（3,96）= 17.24, p<.001）であり，多重比較の結果【検討１】と同様な有意差が見出さ
れた。なお一致条件と因子の両要因の交互作用は有意でなかった。




& Hauser, 1996 ; Grotevant & Cooper, 1985, 1998 ; 平石，2007；久保田，2009；高橋，2008，























































心理的距離パターンの主効果は有意（F（4,69）= 3.68, p<.01）であり，多重比較の結果 H-H 及
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